
【危険物製造所 変更許可申請】
概要：一般取扱所 配管変更

号 項 目 提 出 備 考

1 申請書 ● 様式第５
様式第７の２

2 内容説明書 ● 目的及び変更内容

3 委任状 ●

4 構造設備明細書 ● 様式第４のイ

5 危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表） ● 変更なくても添付

6 危険物製造所等特例適用内容書（特例申請時に必要） ー

7 事業所全体配置図 ●

8 製造所等の周囲状況 ●

9 機器全体配置図（平面図・立面図） ●

10 工程概要説明書 ○ ・変更内容説明書に記載しても可

11 工程概要図（フローシート） ●

12 機器・装置等の漏れ、あふれ、飛散に対する安全対策 ー

13 緊急時（エマージェンシー）対策 ー

14 機器リスト ー

15 屋外・屋内タンクの構造、タンク基礎図等 ー

16 地下タンクの構造、タンク基礎図等 ー

17 危政令第9条第1項第20号該当タンクの構造、タンク基礎図等 ー

【凡例】 ●：提出あり（事例添付あり） 〇：提出あり（事例添付なし） －：提出なし（非該当）

事例５

【危険物製造所 変更許可申請】
概要：一般取扱所 配管変更

号 項 目 提 出 備 考

18 その他の危険物取扱い機器の構造 ー

19 建築物，工作物の概要（基礎図含む） ー

20 囲い、油分離装置、貯留設備、床の傾斜、排水関係図 ー

21 防油堤の構造、強度計算書、容量計算書等 ー 構造および容量

22 配管図（配管支持物等含む） ○ アイソメ図、工事箇所色別、保温材、カタロ
グコピー

23 架台の構造・強度計算書 ー

24 避雷設備の概要 ー

25 電気設備の概要 ー

26 静電気除去設備の概要 ー

27 警報設備の概要 ー

28 消火設備の概要 ー 火災発生時の対応、当該製造所の消火設
備（必要水量、泡ヘッド個数、ポンプ能力
性能曲線、泡消火配管耐圧試験要領）

29 工事に伴う安全対策 ● 工事の火気養生、立会、消火器等、工事に
対しての安全策を記述

30 危険物等データベース登録確認書または確認試験結果報告書 ー SDS

31 危険要因の検討（リスクアセスメント） ● 変更管理実施結果（要因がなくても検討結
果を添付）

【凡例】 ●：提出あり（事例添付あり） 〇：提出あり（事例添付なし） －：提出なし（非該当）
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１．申請書

【様式】
目的に見合ったものを使用する
変更許可申請のみ：様式第５
変更許可と仮使用：様式第７の２
工事を行う施設内に危険物が残っている場
合は仮使用の申請が必要

【着工予定日】
●月●日の形で記載。消防がいつまでに決
裁を下せばいいのか目安にする為

【設置者】
権限委任している方。いわば所有者

【変更の内容・理由】
簡潔に記載する

【製造所等の別】
施設区分および施設名称

【許可年月日と許可番号】
過去の設置記録で調べる

規制に関する政令を参照し、
当該設備が第何条なのか
確認

２．内容説明書①

変更理由や変更箇所を解り易く記載。対象範囲や変更の方
法を詳細に明記する
工程の説明では反応条件（温度、圧力等）ノウハウに属するも
のは記載しなくてもよい。
変更前・変更後を解り易くしておく
変更が無い部分については、記載しないのではなく、変更な
い旨を記載する（区画や取扱数量等）
何かを判断した記述をする際には判断根拠を記載する
電気機器の取扱がある場合は防爆・非防爆記載
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２．内容説明書②

常用圧力・耐圧試験圧力記載
耐圧試験方法や場所を記載

施設内に危険物が残存する場合は
仮使用承認（図面でも範囲を示す）

３．委任状

原本を提出していればコピー添付で可
申請者と設置者が異なる場合に必要と
なる
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４．構造設備明細書

【様式】
目的に見合ったものを使用する
危険物施設毎に様式がある

【事業の概要・内容】
簡潔に記載する

【製造設備の概要】
変更なしの場合：既設分記載
変更ありの場合：既設分と変更分
を記載する。その際どこが変更点
か判別しやすい様に記載
（例：○基→▽基などし、色を変え
て判り易くしておく）
製造所等でタンクを増設する場合
などは別途増設するタンクの構造
明細書をつける

【工事請負者】
複数存在する場合は主請負会社

５．危険物貯蔵・取扱数量算定計算書（倍数集計表）

「指定数量の倍数」は、品名及び性質（指定数量）ごとに小数点以下第
３位まで計算し、合算後第３位を切り捨てる。
品目や倍数に変更がある場合は変更前後で計算書を作成する。変更
箇所は判り易く色付などしておく
新たな品目を取り扱う場合にはSDS添付する
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7. 事業所配置図

【事業所配置図・詳細位置図】
凡例を記載する
施工対象範囲を記載する
施設の区画を明記する
仮使用申請がある場合は範囲を記載する

８．製造所等の周囲状況 ９．機器全体配置図（平面図・立面図）

【事業所配置図・詳細位置図】
凡例を記載する
施工対象範囲を記載する
施設の区画を明記する
仮使用申請がある場合は範囲を記載する
変更箇所を解り易く記載

【事業所配置図・詳細位置図】
建屋の場合は立面図も添付

変更許可申請以外は区画内で危険物が残存するため、工事箇所以外を仮使用申請致します

一般取扱所（施設名ＹＹＹ）詳細図および仮使用申請範囲

保有空地
一般取扱所区画
変更許可対象設備
危険物設備
非危険物設備
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１０．工程概要説明書

本事例では、２．内容説明書に記載

１１．工程概要図（フローシート）

変更内容が解る様に記載
必要に応じ変更前後を作成
凡例記載
孤立・落圧・パージ範囲が解る様に記載
サポートの新規設置があるのか確認
耐火被覆が必要か確認
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１１．工程概要図（アイソメ図） 変更内容が解る様に記載
必要に応じ変更前後を作成
凡例記載
孤立・落圧・パージ範囲が解る様に記載
サポートの新規設置があるのか確認
耐火被覆が必要か確認

２９．工事に伴う安全対策

施設内で火気作業を行う場合は、安全対策
に火気使用に対する対策の詳細を記載
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３１．危険要因の検討（リスクアセスメント）

変更によって生じる危険要因の検討
結果を記載
検討の結果有りの場合は対応記載
無しの場合は判断根拠記載
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